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午後は、高知県立高知丸の内高等学校によるコーラスの披露に始まり、

高校生による地域の特色を活かした学校活動の発表と、中四国3校のPTA

活動の発表と研究協議がありました。大変、有意義で今後の学校活動にお

いて参考になる内容でした。 ✎村木

高校生による発表では、農業のDX、ラオスに学校をつくるプロジェクト、

ジビエ等が4つの高校から発表されました。特に一番印象に残ったのは、地

域と一体になって災害に対策をおこなった高知県立大方高等学校でした。

リーフ（理附）

皆様には、日頃よりPTA活動にご理解とご協力を頂き、厚くお礼申し上げます。

今年度PTA会長を拝命いたしました白瀧宰啓です。会長という大役を仰せつかり、責任

の重さを感じています。

双子の息子たちがこの学校に入学と同時に私も5年間PTA活動をしてまいりました。色

々な制限のあったコロナ騒動も落ち着き、以前の生活が戻ってきております。ぜひ皆様にも

PTA活動に関わっていただき、子どもたちがどのような空気の中で学校生活をおくってい

るのかを感じていただけたらなと思います。

実は理大附のPTA活動は楽しいんです。いろいろな講演会を聞くことにより、親も学ぶこ

とができます。 「楽しくて学べるPTA」をモットーに、決して押し付けではなく、出来ることを

できる人がやるというスタンスで親睦をはかりながら、それぞれの活動しています。

至らない点もあると思いますが、他の役員の方や先生方、保護者の皆様と協力して、子ど

もたちにとって一度しかない高校生活が充実したものとなりますように一生懸命努めて参

ります。 これからもPTA活動にご理解とご協力のほど、よろしくお願い致します。

ＰＴＡ会長あいさつ

今後の予定

8月31日 私学振興大会（岡山シンフォニーホール）

9月 7日 第3回 評議員会 9月16日 第3回 オープンスクール

9月20日 体育祭（岡山ドーム） 10月 4日 文化祭

10月14日 第4回 オープンスクール 12月 7日 第4回 ＰＴＡ評議員会

第６６回中国・四国地区高等学校ＰＴＡ連合会大会高知大会参加報告

岡山理科大学附属高校PTA会長 白瀧 宰啓

山口県立下関双葉高高等学校（多部制定時制）から、「PTA活動は、生徒たちの『やりた

い』を支援し、保護者の『それぐらいなら参加してみようかな、手伝ってもいいかな』を大切にし

て、生徒たちの健全育成を目的に、学校の健全運営の支援を大切にしている」との報告があり

ました。

鳥取県立米子東高等学校からは、進学校らしく『質実剛健』の校風のもと『文武両道』を

目指して、保護者自ら大学訪問などのPTA活動を行っているとの報告がありました。

高知県立高知国際中学・高等学校からは、国際社会で活躍できる生徒の育成を目指す

中高一貫校でのPTA活動と、卒業式でのフォトスポット設営が好評であることなどの報告があ

りました。

PTA活動にも「ブラッシュアップの大切さ」があると再認識できました。 ✎岡田

全校生徒100名程度で高知県南西の高齢化・過疎化が進む地域に位置する学校です。ス
ローガン「誰一人とり残さない防災を目指して」を掲げ、南海トラフ地震に備える活動をしてい
ます。高齢者に災害対策用アプリの使い方を教え、新たな避難所候補を行政に提案しており、
まさにスローガンの通りの行動に感心させられました。
意気込みだけの言葉を掲げることは簡単ですが、彼らは自分たちのスローガンを心に深く刻
み込み実践している姿に、諦めをもった高齢者たちの心が変わっていく話を聞いて胸にこみ
あげてくるものがありました。 ✎井平

という“ジョンマンスピリット”を高校生達へ伝えていきたいと思います。 ✎三宅

高知県民文化ホールで開催された高知大会に、執行部4名教員1名で参加しました。

午前中は「夢を叶えるジョンマンスピリット」と題して、垣内守男氏の講演がありました。ジョン

万次郎の波瀾万丈の人生をわかりやすく解説してくださると共に、万次郎の「あきらめない。

投げ出さない。役にたつ。」という生きていく信条を、多くの子どもたちに伝えられている先生

の講演に、大変感銘を受けました。

ジョン万次郎は14歳の頃、漁師として海に出たところ船が難破し太平洋の無人島に漂

着後、5ヶ月間生き延び捕鯨船に救助されました。その後アメリカで英語、数学、航海術を学

びました。日本へ帰国後も彼の経験と知識は幕府にとって非常に貴重で、通訳や外交顧問

として活躍、教育や航海術の普及に尽力し、多くの弟子を育てるなど、
日本の近代化に大きく貢献しました。 困難な状況にもめげず異文
化に順応し自身の経験をもって日本の発展に寄与した彼の生涯は、
多くの人々にインスピレーションを与え続けています。
私も「諦めない、投げ出さない、人の役に立つ、まず一歩踏み出す」


